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平成 19 年に行った市民ア
ンケートでは、「今は自家用
車を運転できるが、高齢にな
ればバスが必要になるのでは
ないか」という回答が目立ち
ました。その結果、民間バス
事業者が路線廃止・縮小を検
討する中、市は、バス交通に
「潜在的需用」があると判断
し、昨年 4月から民間バス事
業者を支援して路線再編・維
持を図っています。
しかし、再編後に行った利
用者アンケートでは、「利用

者の少ない路線は維持する必
要があるのか」という声も届
いています。
加速する高齢化社会の中、
バスは、誰もが自由に移動で
きる重要な交通手段です。こ
うしたことから、市は、今回
のバス路線再編の効果を検証
しながら、市民のみなさんと
ともに、バス交通が一層「使
い勝手のよいもの」となるよ
う努力していきます。
問合せ先＝安心まちづくり
室（☎ 64-1307）

女
性
の
相
談
室
で
は
、女
性
の
立
場
で
、

一
般
相
談
や
専
門
相
談
員
に
よ
る
相
談
、

法
律
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
①
で
紹
介
し
た

配
偶
者
間
の
暴
力
の
う
ち
、
精
神
的
暴
力

に
つ
い
て
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
あ
な
た
が
少
し
で
も
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
一
般
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◆
一
般
相
談
◆

市
の
女
性
職
員
が
女
性
の
立
場
か
ら
、

対
人
関
係
・
家
族
関
係
・
仕
事
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
人
の
気
持
ち
を
聞
き
ま
す
。
内

容
に
よ
っ
て
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
相

談
や
法
律
相
談
を
案
内
し
、
解
決
策
を
一

緒
に
考
え
ま
す
。
子
育
て
・
介
護
な
ど
福

祉
の
相
談
窓
口
も
紹
介
し
て
い
ま
す

◆
専
門
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
◆

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
す
。
精
神
的
な
支
援
を
行
う
専
門
相
談

員
が
あ
な
た
の
悩
み
を
伺
い
ま
す

◆
法
律
相
談
◆

法
律
上
の
問
題
で
悩
む
場
合
は
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
よ
う
女
性
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
を
案
内
し
て
い
ま
す

※
精
神
的
暴
力
と
は

大
声
で
怒
鳴
る
、人
前
で
ば
か
に
す
る
、

命
令
口
調
で
言
う
、
無
視
す
る
、
周
囲
と

の
人
付
き
合
い
を
制
限
す
る
、
電
話
・
手

紙
・
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
と

い
っ
た
身
体
で
は
な
く
、
心
に
傷
を
つ
け

る
暴
力
を
言
い
ま
す
。

【
相
談
電
話
】

女
性
の
相
談
室
（
☎
６５
・
３
７
２
７
）

【
問
合
せ
先
】

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム
（
☎
６５
・

３
７
０
９
）

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
内
容
で

不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。日

時
＝
３
月
９
日
㈬
・
１６
日

㈬
・
２３
日
㈬
午
前
９
時
３０
分
～

午
後
５
時
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

必
要
な
も
の
＝
▼
ね
ん
き
ん

定
期
便
▼
転
職
・
転
居
し
た
人

は
、
勤
務
先
名
・
所
在
地
・
勤

務
期
間
・
転
居
前
住
所
な
ど
を

歴
順
に
整
理
し
た
メ
モ
な
ど
▼

代
理
人
が
相
談
す
る
場
合
は
、

本
人
の
年
金
手
帳
・
委
任
状
・

代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

問
合
せ
先
＝
京
都

南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
４
・
１
１
６
５
）

公
的
年
金
制
度
の
資
格
期
間

を
満
た
し
た
人
（
２５
年
以
上
保

険
料
を
納
め
た
人
）
に
は
、
６５

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
と
し
て

月
額
約
６
万
６
千
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
に
は
、
加
入
期
間
が
数

年
足
り
な
い
と
い
う
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。
過
去
に
、
保
険

料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
（
カ
ラ

期
間
を
含
む
）が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
期
間
も
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い
で
必

ず
申
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
カ
ラ
期
間
っ
て
何
】

カ
ラ
期
間
は
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
資
格
期

間
に
含
め
ら
れ
る
期
間
で
す
。

原
則
、
昭
和
３６
年
４
月
以
後
の

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
人
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た

の
に
加
入
し
な
か
っ
た
次
の
期

間
で
す

▼
昭
和
６１
年
３
月
以
前
に
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
被
扶

養
配
偶
者
で
あ
っ
た
▼
平
成
３

年
３
月
以
前
に
学
生
で
あ
っ
た

▼
海
外
に
在
住
し
て
い
た
▼
昭

和
６１
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金

な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た

【
可
能
性
が
あ
る
人
は
相

談
】カ

ラ
期
間
を
資
格
期
間
に
入

れ
る
に
は
、
申
し
出
が
必
要
で

す
。
資
格
期
間
を
満
た
さ
な
い

人
で
、
自
分
が
カ
ラ
期
間
を

も
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
年
金
事
務
所
や
市
民
年

金
課
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
カ
ラ
期
間
が
な
い
た

め
に
資
格
期
間
を
満
た
さ
な
い

人
は
、
６０
～
７０
歳
に
な
る
ま
で

に
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

に
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
の
保
険
料
は
、
第
１

号
被
保
険
者
と
同
じ
く
月
額

１
万
５
千
１
０
０
円
（
平
成
２２

年
度
）
で
す
。
た
だ
し
、
任
意

加
入
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
▼
京
都

南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
４
・
１
１
６
５
）

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
・
０５
・
１
１
６
５
）

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
３
）

市は、高齢者や障がいのある
人などがよく利用する施設が集
まる地区のバリアフリー化を重
点的に進めるため、京田辺市バ
リアフリー基本構想の策定に取
り組んでいます。
近鉄新田辺駅・JR京田辺駅・
市役所周辺を重点的に整備する
ことを盛り込んだ素案がまとま
りましたので、みなさんからの
意見を募集（パブリックコメン
ト）します。
対象＝▼市内に在住・通勤・
通学する人▼市内に事務所・事
業所を有する人や法人その他の
団体
資料閲覧方法・場所＝市ホー
ムページ、都市計画課、中央図
書館・同館北部分室（北部住民
センター内）・同館中部分室（中
部住民センター内）、三山木福
祉会館

応募方法＝▼資料閲覧場所に
ある募集用紙を郵送・持参して
ください▼市ホームページから
電子メールで送信してください
なお、応募するときは、必ず
住所・氏名を書いてください。
しめきり＝ 3月 31 日㈭午後
5時 15 分
応募・問合せ先＝都市計画課

（〒 610-0393〈住所不要〉、☎
63-1219）

同じ医療保険に加入する世帯内で、毎年
8月 1 日～翌年 7 月 31 日の 1 年間に、医
療や介護サービスに支払った金額が自己負
担限度額を超えた場合、超えた分の額を支
給する制度があります（＝右図）。
対象者＝自己負担限度額を超えた人（支
給額が 500 円未満の場合を除く）
月ごとの額が高額になったときは、医療
保険の高額療養費の制度や介護保険の高額
介護サービス費の制度から先に支給しま
す。
自己負担限度額＝右表のとおり
申請方法＝ 7月 31 日現在に加入してい
た医療保険へ申請してください
京田辺市国民健康保険または後期高齢者

医療制度に加入し、支給の対象となる人に
は、お知らせを郵送しています。なお、8
月 1 日～翌年 7 月 31 日の間に加入したり
辞めたりした場合は、お知らせが届かない
ことがあります。
会社などの健康保険に加入する人は、勤
務先などにお問い合わせください。
問合せ先＝▼国保医療課（☎ 64-1332）
▼高齢介護課（☎ 64-1373）

市
は
、
下
表
に
該
当
す
る
人

に
医
療
費
を
一
部
助
成
す
る
福

祉
医
療
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
（
老
人
）
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
４
月
１
日
現
在
７０
歳
未
満

の
人
に
は
、
４
月
１
日
㈮
～
７

月
３１
日
㈰
ま
で
の
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
健
康

保
険
者
被
保
険
者
証

障
害
者
医
療
申
請
に
は
、
手

帳
・
年
金
証
書
な
ど
が
必
要
で

す
。申

請
・
問
合
せ
先
＝
国
保
医

療
課
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

市は、国民健康保険（国保）・後期高齢者医
療保険加入者を対象に「外来（半日）人間ドッ
ク」「脳ドック」「併用ドック（人間・脳ドック
の併用受診）」の受診費用を助成します。
【対象者】
国民健康保険＝国保税を滞納していない世帯
で、次のすべてを満たす人
▼ 5 月 6 日現在 30 歳以上 75 歳未満（昭和
11 年 5 月 7 日以降生まれ）の人で、1 年以上
継続して京田辺市国民健康保険に加入している
▼入院・妊娠していない
なお、5月 6 日以前に 75 歳になる人は、後
期高齢者医療保険で申し込んでください。
後期高齢者医療保険＝保険料を滞納していな
い人
【申込期間】
4 月 1 日㈮～ 5月 6日㈮
平成 23 度から、郵送で申し込みできます。
くわしくは、国民健康保険証更新の案内をご覧
ください。
【申込・問合せ先】
国保医療課▼国保に関すること…☎ 64-1332
▼後期高齢者医療保険に関すること…☎
64-1374

市
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
未
納

の
人
に
、
催
告
状
を
郵
送
し
ま
す
。
年
度
途

中
に
被
保
険
者
と
な
っ
た
人
は
資
格
を
取
得

し
た
月
か
ら
、
資
格
を
失
っ
た
人
は
資
格
を

失
っ
た
前
月
ま
で
の
月
割
保
険
料
額
を
計
算

し
ま
す
。
同
封
の
納
付
書
で
、
市
役
所
ま
た

は
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

催
告
分
の
保
険
料
は
、
口
座
振
替
（
自
動

引
き
落
と
し
）
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
延

滞
金
を
加
算
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
の
確
認
ま
で
数
日
か
か
り
ま

す
。
す
で
に
納
付
済
み
の
場
合
は
行
き
違
い

で
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
は
金
融
機
関
で
手
続
き
】

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
市
内
金
融
機
関

で
で
き
ま
す
。
金
融
機
関
に
あ
る
後
期
高
齢

口
座
振
替
依
頼
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。手

続
き
に
必
要
な
も
の
＝
▼
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
▼
通
帳
▼
通
帳
の
お
届
け

印
な
お
、
手
続
き
完
了
時
期
に
よ
り
口
座
振

替
開
始
月
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
高
額
医
療
費
の
請
求
は
口
座
登
録
を
】

高
額
医
療
費
の
計
算
は
京
都
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
超
え
た
分
の
請
求
は
、
被
保

険
者
の
口
座
を
登
録
す
る
こ
と
で
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
規
登
録
や
口
座
変
更

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

京田辺市国民健康保険
に加入する人が災害・失
業などで収入が減少し、
一時的に医療費の一部負
担金を支払うことが困難
なときは、減免措置が受
けられる場合があります
（申請が必要です）。
なお、一定の所得制限
があります。くわしくは、
お問い合わせください。
【問合せ先】
国 保 医 療 課（ ☎
64-1332）

全国の玉露や煎茶 5種類を飲み比べ、銘柄
を当てる新春茶香服（ちゃかぶき）大会が 2
月 6日、コミュニティホールで開かれました。
市内各地域からの代表チームや一般参加な
ど約 120 人が挑戦。会場では、お茶の旨味
を味わいながら、短時間で、色・香り・味の

違いを飲み分けていました。
京都府立木津高等学校の小川実果さんは

「頑張ったけれど、微妙なお茶の味を飲み分
けるのは難しかったです」と話してくれまし
た。
上位入賞者は次のとおりです（敬称略）。
団体の部＝①飯岡Ｃ②飯岡Ｂ③田辺Ａ
個人の部＝①小林愛子②西川繁③安岡美恵
子

国民年金

配
ら
れ
た
お
茶
の
色
・
香
り
・
味

を
飲
み
比
べ
る
参
加
者


